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十
二
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陰
研
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原

豊

二

（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
）

摘

要

米
子
市
東
八
幡
に
あ
る
八
幡
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
を
紹
介
す
る
。
同
書
は
古
風
土
記
に
仮
託
し
た
地
誌
で
、
幕
末
に
書
か
れ
た

『
伯
耆
志
』
に
そ
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
成
立
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
独
自
の
世
界
を
、
書
誌
・
原
文
・
訓
読
・
注
釈
・
解

題
に
分
け
て
示
し
て
い
き
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

風
土
記
、
伯
耆
、
八
幡
神
社
、
偽
作
、
神
話

�

書
誌

（
外
題
）
伯
耆
會
見
風
土
記

（
内
題
）
伯
耆
國
風
土
記

（
書
写
年
代
）
江
戸
時
代
後
期
頃

（
表
紙
）
本
文
共
紙

（
料
紙
）
楮
紙

（
冊
数
）
一
冊

（
丁
数
）
墨
付
十
四
丁

（
大
き
さ
）
縦
二
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

�

原
文

〔
凡
例
〕
以
下
は
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
を
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
写
本
に

は
片
仮
名
で
訓
読
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
、
漢
字
だ
け
を
記
す
。

■
は
欠
字
。〔

〕
は
割
注
で
あ
る
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
字
に
は
訂
正
を
施
し
た
。

伯
耆
会
見
風
土
記
（
表
紙
）

山
陰
研
究
（
第
四
号
）
二
〇
一
一
年
十
二
月
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四
五



伯
耆
国
風
土
記

巻
首
曰

一
所
以
伯
耆
号
者
足
摩
乳
手
摩
乳
娘
奇
稲
田
■
八
頭
蛇
追
来
彼
�
林
時
母
遅
来
姫

云
母
来
也
故
云
母
来
国
也
（
１
オ
）

会
見
郡
（
１
ウ
）

一
所
以
号
相
見
郡
者
奇
稲
田
姫
蛇
追
来
時
母
相
見
而
祝
故
云
相
見
郡
也

合
郷

中
間
庄
〔
本
字
高
満
〕

蚊
屋
庄
〔
本
字
鹿
野
〕（
２
オ
）

八
幡
郷
〔
本
字
八
百
田
〕

長
田
郷
〔
今
依
前
字
〕

阿
賀
庄
〔
本
字
御
鴨
〕

福
田
郷
〔
今
依
前
字
〕

富
田
庄
〔
本
字
高
田
郷
也
〕

星
川
庄
〔
今
依
前
改
郷
〕

榎
原
庄
〔
本
字
恵
喜
原
〕（
２
ウ
）

宗
像
庄
〔
本
字
胸
方
〕

長
砂
庄
〔
本
字
永
視
野
〕

勝
田
庄
〔
本
字
固
殿
江
〕

余
戸
里

神
戸
里

米
子
駅
（
３
オ
）

一
中
間
庄
郡
家
東
南
一
十
八
里
十
九
歩

大
穴
持
神
令
福
徳
授
賜
故
云
高
満
郷
〔
神
亀
三
改
中
間
也
〕

一
蚊
屋
庄
郡
家
東
北
五
里
六
十
九
歩

多
加
美
気
都
伎
神
鹿
乗
此
野
降
賜
故
鹿
野
郷
〔
神
亀
三
改
蚊
屋
庄

即
有
正
倉

也
〕（
３
ウ
）

一
八
幡
郷
郡
家
東
南
九
里
二
十
歩

田
貴
都
比
女
神
八
百
田
植
秋
熟
納
給
所
知
食
故
八
百
田
郷
云
也
〔
神
亀
三
改
八

幡
也

即
有
正
倉
也
〕

一
星
川
庄
郡
家
正
南
一
十
六
里
五
十
三
歩

都
岐
伊
美
神
河
水
移
影
見
星
神
降
（
４
オ
）
故
云
星
河
郷
〔
神
亀
三
改
郷
庄
也

有
正
倉
〕

一
長
田
郷
郡
家
南
西
一
十
九
里
二
十
二
歩

田
伎
津
比
女
命
大
田
植
給
故
長
田
郷
云
也
〔
即
有
正
倉
也
〕

一
阿
賀
庄
郡
家
南
西
一
十
七
里
三
十
二
歩
（
４
ウ
）

鴨
御
祖
神
坐
故
云
御
鴨
郷
也
〔
神
亀
三
改
阿
賀
庄
也
〕

一
富
田
庄
郡
家
南
西
一
十
四
里
三
十
歩

天
照
太
神
高
天
原
降
御
田
作
賜
故
云
高
田
郷
〔
神
亀
三
改
富
田
庄
也
〕

一
榎
原
庄
郡
家
正
南
一
十
二
里
八
十
歩

宇
加
神
恵
原
開
給
故
云
恵
喜
原
郷
〔
神
亀
三
改
榎
原
庄
也
〕（
５
オ
）

一
福
田
庄
郡
家
南
西
一
十
四
里
二
百
二
十
歩

多
気
地
比
女
命
御
田
植
付
給
能
熟
故
云
福
田
郷
也
〔
神
亀
三
改
郷
字
庄
也
〕

一
宗
像
庄
郡
家
南
西
四
里
十
歩

武
胸
方
神
坐
故
胸
方
郷
云
〔
神
亀
三
年
改
宗
像
庄
〕（
５
ウ
）

一
長
砂
庄
属
郡
家

此
郷
永
視
社
在
故
云
永
視
野
郷
也
〔
神
亀
三
年
改
長
砂
庄

即
有
正
倉
〕

一
勝
田
庄
郡
家
西
北
二
十
四
里
三
十
五
歩

伊
佐
奈
美
乃
尊
神
退
時
霊
祭
所
也
花
時
華
以
祭
吹
幡
歌
而
舞
然
夜
見
濱
（
６
オ
）

固
竪
加
志
者
社
故
云
固
殿
江
也
〔
神
亀
三
改
勝
田
庄
也
〕

一
余
戸
里
郡
家
西
北
九
里
二
十
一
歩

此
処
粟
嶋
社
坐
少
日
子
命
蒔
粟
莠
実
離
離
載
粟
茎
弾
渡
入
常
世
郷
故
云
粟
嶋
之

余
戸
也
〔
本
云
竹
真
嶋
松
竹
等
繁
多
〕（
６
ウ
）

四
六

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）

－１１９－



一
米
子
駅
郡
家
正
西
三
里
二
十
八
歩

此
地
火
八
木
神
御
子
坐
故
八
木
子
云
也
〔
神
亀
三
改
米
子
駅
也

即
有
正
倉
〕

一
神
戸
里
郡
家
東
南
二
十
一
里
八
十
歩

小
身
神
赤
魚
幸
給
故
神
殿
在
云
神
戸
里
（
７
オ
）

奈
日
魅
舎

子
波
乃
社

出
見
社

佐
田
乃
社

鹿
野
社

久
米
乃
社

赤
井
天
社

中
志
未
社

新
爾
社

加
美
爾
社
（
７
ウ
）

日
下
乃
社

宇
美
乃
社

八
幡
乃
社

卯
遠
乃
社

女
心
乃
社

河
宇
加
社

石
州
社

押
久
知
社

気
子
本
社

小
身
乃
社
（
８
オ
）

小
身
乃
社

津
流
戸
社

津
保
乃
舎

信
州
乃
社

阿
宇
気
社

星
加
波
社

御
箭
社

古
魔
津
社

安
曇
社

大
福
呂
乃
社
（
８
ウ
）

武
呂
乃
社

三
佐
気
社

長
田
乃
社

河
内
乃
社

三
木
乃
社

大
木
乃
社

賀
茂
社

大
波
良
社

猪
小
路
社

御
鴨
乃
社
（
９
オ
）

志
良
山
社

篠
乃
社

小
志
宇
社

福
田
乃
社

波
志
乃
社

武
知
乃
社

胸
方
乃
社

大
穴
武
知
社

猪
乃
多
社

手
間
乃
社
（
９
ウ
）

八
木
子
社

永
視
野
社

永
視
野
社

福
原
乃
社

八
木
原
社

三
八
木
乃
社

宇
加
乃
社

粟
嶋
乃
社

大
須
気
社

和
多
乃
社
（
１０
オ
）

和
多
裏
社

志
野
津
社

火
神
山
社

志
野
津
社

伊
須
社

下
道
乃
社

中
道
社

上
道
乃
社

西
海
乃
社

余
子
乃
社
（
１０
ウ
）

天
照
御
魂
社

加
久
乃
社

一
狭
田
濱
周
六
里
八
十
歩
郡
家
東
北
八
里
五
十
二
歩

狭
田
国
生
大
神
坐
須

故
云
狭
田
也

一
西
海
余
子
濱
周
九
里
五
十
歩
郡
家
北
東
三
十
壱
里
一
百
歩

神
功
皇
后
三
筒
男
神
坐
故
〔
西
海
余
子
濱
云
也
〕（
１１
オ
）

一
大
智
山
郡
家
正
東
二
十
三
里
一
百
歩

大
山
豆
美
神
坐
伊
予
大
智
郡
神
来
賜
故
云
大
智
山
也
諸
木
繁
多
狼
狸
狐
等
多

此
山
薬
艸
類
桔
梗
川
�
芍
薬
葛
根
等
繁
多
也

一
土
神
山
郡
家
正
南
二
里
八
十
歩

地
主
神
（
１１
ウ
）
坐
故
云
土
神
山
也

一
手
間
山
郡
家
正
西
七
里
二
十
九
歩

－１１８－

四
七

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）



出
雲
国
与
伯
耆
国
堺
也
〔
松
�
檜
繁
多
也
〕
古
老
云
麓
赤
猪
多
此
山
少
彦
名
命

父
神
之
手
指
漏
落
而
降
地
故
云
手
間
山
也
（
１２
オ
）

一
火
神
山
伯
耆
国
与
出
雲
国
堺
郡
家
正
西
二
十
四
里
三
十
五
歩

伊
佐
奈
美
乃
尊
火
神
加
久
都
地
生
焦
神
退
故
云
火
八
木
山
也

〔
須
佐
男
尊
自
出
雲
国
降
日
川
上
在
鳥
上
山
時
川
上
啼
声
聞
覓
声
尋
賜
老
翁
老
婆

在
尊
曰
汝
等
誰
何
故
如
此
啼
対
云
吾
此
国
神
人
也
名
足
摩
乳
妻
手
摩
乳
云
前
八
人

娘
毎
歳
（
１２
ウ
）
八
頭
蛇
来
呑
今
此
稲
田
姫
為
呑
無
由
免
故
歎
也
云
尊
曰
然
少
女

吾
得
謀
以
蛇
退
可
賜
即
奇
稲
田
姫
隠
火
神
山
林
醸
酒
所
呑
蛇
酔
睡
時
秡
釼
斬
之
則

老
人
祝
之
後
姫
幸

尊
歌
曰

佐
具
作
女
乃
志
野
不
加
美
嘉
気
奈
々
得
屋
得
以
末
固
戸
乃
江
尓
美
屋

都
久
利
須
留

姫
反
歌

比
波
久
連
奴
佐
久
作
女
乃
殿
遠
波
哉
殿
地
奴
固
戸
盧
乃
夜
見
尓
和
礼

末
世
波
須
留

相
与
遘
合
而
生
大
穴
持
神
時
母
遅
来
姫
云
（
１３
オ
）
母
来
止

故
云
母
来
国
也
母
姫

見
祝
故
云
相
見
郡
也
〕

古
老
云
比
波
山
固
殿
江
有
中
古
高
波
打
寄
淘
崩
而
失
社
地
也
依
之
五
里
南
去
移

社
此
所
二
火
八
云
也

一
魔
乃
池
周
二
里
郡
家
西
北
二
十
三
里
八
十
歩

一
相
見
大
川
源
出
郡
家
南
西
二
十
里
八
十
歩
（
１３
ウ
）

鳥
上
山
東
北
流
入
大
海
〔
年
魚
伊
久
比
多
也
〕

一
道
通
郡
家
正
東
大
川
舟
渡
八
里
五
十
二
歩

一
同
通
汗
入
郡
余
戸
里
一
十
七
里
八
十
歩

一
同
通
出
雲
国
堺
手
間
刺
七
里
二
十
九
歩

一
同
通
日
野
郡
溝
口
駅
二
十
三
里
八
十
二
歩
（
１４
オ
）

右
郷
改
庄
事
神
亀
三
年
依
民
部
卿
口
宣
也

巻
首
見
也

巻
尾
云

天
平
五
年
書
之

三
月
辰

相
見
也
（
１４
ウ
）

�

訓
読

〔
凡
例
〕
本
写
本
を
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
訓
読
を
基
に
し
て
読
み
下
し
た
。

伯
耆
国
風
土
記

巻
首
に
曰
は
く

あ
し
な
づ
ち

て
な
づ
ち

く
し
い
な
た
ひ
め

や
ど
の
を
ろ
ち

一
、
伯
耆
と
号
す
る
所
以
は
、
足
摩
乳
・
手
摩
乳
の
娘
、
奇
稲
田
姫
、
八
頭
蛇
追

ひ

は
や
ま

は
は
く

ひ
、
彼
�
林
に
来
た
る
時
、
母
遅
く
来
た
る
。
姫
云
は
く
、「
母
来
る
な
り
」
と
。

は
は
き

故
に
母
来
の
国
と
云
ふ
な
り
。

会
見
郡

あ
い
み

よ
ろ
こ

一
、
相
見
郡
と
号
す
る
所
以
は
、
奇
稲
田
姫
、
蛇
追
ひ
来
た
る
時
、
母
相
見
て
祝

あ
い
み

ぶ
。
故
に
相
見
の
郡
と
云
ふ
な
り
。

合
郷

中
間
の
庄
〔
本
の
字
は
高
満
な
り
〕

蚊
屋
の
庄
〔
本
の
字
は
鹿
野
な
り
〕

八
幡
の
郷
〔
本
の
字
は
八
百
田
な
り
〕

長
田
の
郷
〔
今
も
前
に
依
る
字
な
り
〕

阿
賀
の
庄
〔
本
の
字
は
御
鴨
な
り
〕

福
田
の
郷
〔
今
も
前
に
依
る
字
な
り
〕
富
田
の
庄
〔
本
の
字
は
高
田
の
郷
な
り
〕

星
川
の
庄
〔
今
も
前
に
依
り
郷
を
改
む
〕
榎
原
の
庄
〔
本
の
字
は
恵
喜
原
な
り
〕

宗
像
の
庄
〔
本
の
字
は
胸
方
な
り
〕

四
八

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）
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長
砂
の
庄
〔
本
の
字
は
永
視
野
な
り
〕

勝
田
の
庄
〔
本
の
字
は
固
殿
江
な
り
〕

余
戸
の
里

ま
つ
ぎ

神
戸
の
里

米
子
の
駅

一
、
中
間
の
庄
、
郡
家
の
東
南
一
十
八
里
十
九
歩
な
り
。

お
お
あ
な
も
ち
の

た
か
ま

大
穴
持
神
、
福
徳
授
け
令
め
賜
ふ
。
故
に
高
満
の
郷
と
云
ふ
。〔
神
亀
三
、
中
間

に
改
む
る
な
り
。〕

一
、
蚊
屋
の
庄
、
郡
家
の
東
北
五
里
六
十
九
歩
な
り
。

た

か

み

け

づ

き

の

か

や

多
加
美
気
都
伎
神
、
鹿
に
乗
り
て
此
の
野
に
降
り
賜
ふ
。
故
に
鹿
野
の
郷
と
い

ふ
。〔
神
亀
三
、
蚊
屋
の
庄
に
改
む
。
即
ち
正
倉
あ
る
な
り
。〕

一
、
八
幡
の
郷
、
郡
家
の
東
南
九
里
二
十
歩
な
り
。

た

き

つ

ひ
め
の

し

ろ
し
め

や

を

田
貴
都
比
女
神
、
八
百
田
植
え
、
秋
熟
り
納
め
給
ひ
、
所
知
食
す
。
故
に
八
百

た田
の
郷
と
云
ふ
な
り
。〔
神
亀
三
、
八
幡
に
改
む
る
な
り
。
即
ち
正
倉
あ
る
な
り
。〕

一
、
星
川
の
庄
、
郡
家
の
正
南
一
十
六
里
五
十
三
歩
な
り
。

つ

き

い
み
の

都
岐
伊
美
神
、
河
水
に
移
る
影
を
見
て
、
星
神
降
る
。
故
に
星
河
の
郷
と
云
ふ
。

〔
神
亀
三
、
郷
を
庄
に
改
む
る
な
り
。
正
倉
あ
り
。〕

一
、
長
田
の
郷
、
郡
家
の
南
西
一
十
九
里
二
十
二
歩
な
り
。

た

き

つ

ひ
め
の

な
が
た

田
伎
津
比
女
命
、
大
田
植
え
給
ふ
。
故
に
長
田
の
郷
と
云
ふ
な
り
。〔
即
ち
正
倉

あ
る
な
り
。〕

一
、
阿
賀
の
庄
、
郡
家
の
南
西
一
十
七
里
三
十
二
歩
な
り
。

か
も
の
お
や
の

お
か
も

鴨
御
祖
神
、
坐
し
ま
す
。
故
に
御
鴨
の
郷
と
云
ふ
な
り
。〔
神
亀
三
、
阿
賀
の
庄

に
改
む
る
な
り
。〕

一
、
富
田
の
庄
、
郡
家
の
南
西
一
十
四
里
三
十
歩
な
り
。

み

た

た
か
た

天
照
太
神
、
高
天
原
よ
り
降
り
、
御
田
作
り
賜
ふ
。
故
に
高
田
の
郷
と
云
ふ
。

〔
神
亀
三
、
富
田
の
庄
に
改
む
る
な
り
。〕

一
、
榎
原
の
庄
、
郡
家
の
正
南
一
十
二
里
八
十
歩
な
り
。

う
か
の

ゑ
の
き
は
ら

宇
加
神
、
恵
み
て
原
を
開
き
給
ふ
。
故
に
恵
喜
原
の
郷
と
云
ふ
。〔
神
亀
三
、
榎

原
の
庄
に
改
む
る
な
り
。〕

一
、
福
田
の
庄
、
郡
家
の
南
西
一
十
四
里
二
百
二
十
歩
な
り
。

た

き

ち

ひ
め
の

み
の

ふ
く
だ

多
気
地
比
女
命
、
御
田
植
え
付
け
給
ふ
に
、
能
く
熟
る
。
故
に
福
田
の
郷
と
云

ふ
な
り
。〔
神
亀
三
、
郷
字
を
庄
に
改
む
る
な
り
。〕

一
、
宗
像
の
庄
、
郡
家
の
南
西
四
里
十
歩
な
り
。

た
け
む
な
か
た
の

む
な
か
た

武
胸
方
神
、
坐
す
故
に
、
胸
方
の
郷
と
云
ふ
。〔
神
亀
三
年
、
宗
像
の
庄
に
改

む
。〕

一
、
長
砂
の
庄
、
郡
家
に
属
す
。

ほ
の
か
み

な
が
し
の

此
の
郷
、
永
視
の
社
在
り
。
故
に
永
視
野
の
郷
と
云
ふ
な
り
。〔
神
亀
三
年
、
長

砂
の
庄
に
改
む
。
即
ち
正
倉
あ
り
。〕

一
、
勝
田
の
庄
、
郡
家
西
北
二
十
四
里
三
十
五
歩
な
り
。

い

さ

な

み

か
ん
さ

み
た
ま

伊
佐
奈
美
の
尊
、
神
退
る
の
時
、
霊
を
祭
る
所
な
り
。
花
の
時
、
華
を
以
て
祭

ふ
え
は
た

か

し

は

た

る
。
吹
幡
歌
ふ
て
舞
ふ
。
然
る
に
、
夜
見
の
濱
に
固
く
加
志
者
に
社
堅
つ
る
。
故

か
た
と
の
え

に
固
殿
江
と
云
ふ
な
り
。〔
神
亀
三
、
勝
田
の
庄
に
改
む
る
な
り
。〕

一
、
余
戸
の
里
、
郡
家
の
西
北
九
里
二
十
一
歩
な
り
。

す
く
な
ひ
こ
な
の

し
う
じ
つ
り
り

あ
は
か
ら

此
の
処
、
粟
嶋
社
坐
す
。
少
日
子
命
、
粟
を
蒔
く
。
莠
実
離
離
、
粟
茎
に
載
り

や

と

て
、
弾
か
れ
渡
り
、
常
世
の
郷
に
入
る
。
故
に
粟
嶋
の
余
戸
と
云
ふ
な
り
。〔
本
に

云
ふ
、
竹
真
嶋
。
松
竹
等
繁
多
な
り
。〕

一
、
米
子
の
駅
、
郡
家
の
正
西
三
里
二
十
八
歩
な
り
。

ひ

や

き

や

ぎ

こ

此
の
地
、
火
八
木
の
神
の
御
子
坐
し
ま
す
。
故
に
八
木
子
と
云
ふ
な
り
。〔
神
亀

三
、
米
子
の
駅
に
改
む
る
な
り
。
即
ち
正
倉
あ
り
。〕

一
、
神
戸
の
里
、
郡
家
の
東
南
二
十
一
里
八
十
歩
な
り
。

を

み

あ
か
う
を
さ
ち

み

と

み

と

小
身
の
神
、
赤
魚
幸
を
給
ふ
。
故
に
神
殿
在
り
。
神
戸
の
里
と
云
ふ
。
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な

か
ま
の
み
や

こ
な
み

奈
日
魅
舎

子
波
の
社

い
づ
み

さ

だ

出
見
の
社

佐
田
の
社

か

や

く

め

鹿
野
の
社

久
米
の
社

あ
か
い
て
ん

な
か
し

ま

赤
井
天
の
社

中
志
末
の
社

し
ん
し

か

み

し

新
爾
の
社

加
美
爾
の
社

く
さ
か

う

み

日
下
の
社

宇
美
の
社

や
は
た

い
ん
と
う

八
幡
の
社

卯
遠
の
社

め
こ
こ
ろ

か

う

か

女
心
の
社

河
宇
加
の
社

せ
き
し
う

を
し
く

ち

石
州
の
社

押
久
知
の
社

き
し
も
と

を

み

気
子
本
の
社

小
身
の
社

を

み

つ

る

ど

小
身
の
社

津
流
戸
の
社

つ

ほ

し
ん
し
や
う

津
保
の
舎

信
州
の
社

あ

う

き

ほ
し
か
は

阿
宇
気
の
社

星
加
波
の
社

み
の
り

こ

ま

つ

御
箭
の
社

古
魔
津
の
社

あ
づ
ま

を
を
ふ
く
ろ

安
曇
社

大
福
呂
の
社

む

ろ

み

さ

き

武
呂
の
社

三
佐
気
の
社

な
が
た

か
は
ち

長
田
の
社

河
内
の
社

み

き

を
を
き

三
木
の
社

大
木
の
社

か

も

を
を
は

ら

賀
茂
の
社

大
波
良
の
社

い

こ

ぢ

み
か
も

猪
小
路
の
社

御
鴨
の
社

し

ら
や
ま

し
の

志
良
山
の
社

篠
の
社

こ

し

う

ふ
く
だ

小
志
宇
の
社

福
田
の
社

は

し

た
け
ち

波
志
の
社

武
知
の
社

む
な
か
た

を
を
あ
な
む

ち

胸
方
の
社

大
穴
武
知
の
社

い

の

だ

て

ま

猪
乃
多
の
社

手
間
の
社

や

ぎ

こ

な
が
し

の

八
木
子
の
社

永
視
野
の
社

な
か
し

の

ふ
く
は
ら

永
視
野
の
社

福
原
の
社

や
き
は
ら

み

や

き

八
木
原
の
社

三
八
木
の
社

う

が

あ
は
し
ま

宇
加
の
社

粟
嶋
の
社

を
を
す

き

わ
た
り

大
須
気
の
社

和
多
の
社

わ

だ

り

し

の

づ

和
多
裏
の
社

志
野
津
の
社

ひ

は
や
ま

し

の

づ

火
神
山
社

志
野
津
の
社

い

す

し
も
ど
う

伊
須
の
社

下
道
の
社

な
か
と
う

か
み
ど
う

中
道
の
社

上
道
の
社

さ
か
い

あ
ま
る
こ

西
海
の
社

余
子
の
社

あ
ま
て
る
み
た
ま

か

く

天
照
御
魂
の
社

加
久
の
社

さ

だ

め
ぐ

一
、
狭
田
の
濱
、
周
り
六
里
八
十
歩
な
り
。
郡
家
の
東
北
八
里
五
十
二
歩
な
り
。

さ

だ
く
に
な
り

狭
田
国
生
大
神
、
坐
す
。
故
に
狭
田
と
云
ふ
な
り
。

す

み

よ

し

一
、
西
海
余
子
の
濱
、
周
り
九
里
五
十
歩
な
り
。
郡
家
の
北
東
三
十
壱
里
一
百
歩

な
り
。

神
功
皇
后
、
三
筒
男
神
、
坐
す
。
故
に
西
海
余
子
の
濱
と
云
ふ
な
り
。

を
を
ち

一
、
大
智
山
、
郡
家
の
正
東
二
十
三
里
一
百
歩
な
り
。

お
お
や
ま
づ

み

大
山
豆
美
の
神
、
坐
す
。
伊
予
の
大
智
の
郡
の
神
来
た
り
賜
ふ
。
故
に
大
智
山

と
云
ふ
な
り
。
諸
木
繁
多
な
り
。
狼
・
狸
・
狐
等
多
し
。

此
の
山
、
薬
艸
類
、
桔
梗
・
川
�
・
芍
薬
・
葛
根
等
繁
多
な
り
。

と
か
み

一
、
土
神
山
、
郡
家
の
正
南
二
里
八
十
歩
な
り
。

ぢ
し
ゅ
じ
ん

地
主
神
、
坐
す
。
故
に
土
神
山
と
云
ふ
な
り
。

て

ま

一
、
手
間
山
、
郡
家
の
正
西
七
里
二
十
九
歩
な
り
。

出
雲
国
と
伯
耆
国
の
堺
也
な
り
。〔
松
・
�
・
檜
繁
多
な
り
。〕
古
老
云
ふ
、
麓

て
の
ま
た

に
赤
猪
多
し
。
此
の
山
は
、
少
彦
名
命
、
父
神
の
手
指
よ
り
漏
れ
落
ち
て
、
降
り

五
〇

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
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た
ま
ふ
地
な
り
。
故
に
手
間
の
山
と
云
ふ
な
り
。

ひ

は

一
、
火
神
の
山
、
伯
耆
国
と
出
雲
国
の
堺
、
郡
家
の
正
西
二
十
四
里
三
十
五
歩
な
り
。

い

ざ

な

み

み
こ
と

か

ぐ

つ

ち

や

か
ん
さ

ひ

伊
佐
奈
美
の
尊
、
火
神
加
久
都
地
を
生
む
。
焦
か
れ
神
退
り
た
ま
ふ
。
故
に
火

や

き

八
木
の
山
と
云
ふ
な
り
。

す
さ
の
を

ひ
の
か
は
か
み

と
り
か
み
や
ま

〔
須
佐
男
の
尊
、
出
雲
国
よ
り
降
り
、
日
川
上
の
鳥
上
山
に
在
り
。
時
に
川
上
に

た

づ

い
ま

啼
く
声
を
聞
け
り
。
声
を
覓
尋
ね
賜
ふ
。
老
翁
・
老
婆
在
り
。
尊
の
曰
は
く
、「
汝

し

か

等
誰
ぞ
。
何
故
に
此
く
の
如
く
啼
く
。
対
へ
て
云
は
く
、「
吾
、
此
の
国
の
神
人
な

あ
し
な
づ
ち

め

て
な
づ
ち

り
。
名
は
足
摩
乳
、
妻
、
手
摩
乳
と
云
ふ
。
前
に
八
人
の
娘
、
歳
ご
と
に
八
頭
蛇

来
て
呑
む
。
今
、
此
の
稲
田
姫
、
呑
ま
ん
と
す
。
免
る
る
由
無
し
。
か
る
が
故
に

な

を
と
め

歎
く
な
り
。」
と
云
ふ
。
尊
の
曰
は
く
、「
然
る
に
少
女
を
吾
に
得
ん
。
謀
り
ご
と

ひ

は

や

ま

か

を
以
て
、
蛇
を
退
き
賜
ふ
べ
し
。
即
ち
奇
稲
田
姫
を
火
神
山
林
に
隠
し
、
酒
を
醸

ね
む

け
ん

よ
ろ
こ

ん
で
呑
ま
せ
、
蛇
、
酔
ひ
睡
る
時
、
釼
を
抜
い
て
之
を
斬
る
。
則
ち
老
人
之
を
祝

め

び
、
後
に
姫
幸
す
。

尊
歌
の
曰
は
く

さ
く
さ
め
の
し
の
ぶ
神
垣
七
重
八
重
い
ま
九
重
に
宮
つ
く
り

す
る

姫
の
反
歌

日
は
暮
れ
ぬ
さ
く
さ
め
の
と
を
は
や
と
ち
ぬ
心
の
闇
に
我
れ

迷
は
す
る

相
与
に
遘
合
し
て
大
穴
持
神
を
生
む
時
、
母
遅
く
来
。
姫
云
は
く
、「
母
来
」
と
。

故
に
母
来
国
と
云
ふ
な
り
。
母
姫
を
見
て
祝
ぶ
。
故
に
相
見
の
郡
と
云
ふ
な
り
。〕

古
老
の
云
ふ
、
比
波
山
は
固
殿
江
に
有
り
。
中
古
、
高
波
打
寄
せ
淘
崩
し
て
、

社
地
を
失
ふ
な
り
。
之
に
依
り
て
、
五
里
南
に
去
り
社
を
移
す
。
此
の
所
、
二
火

八
と
云
ふ
な
り
。

一
、
魔
乃
池
、
周
り
二
里
。
郡
家
の
西
北
二
十
三
里
八
十
歩
な
り
。

一
、
相
見
大
川
、
源
の
出
づ
る
は
、
郡
家
の
南
西
二
十
里
八
十
歩
な
り
。

鳥
上
山
よ
り
東
北
に
流
れ
、
大
海
に
入
る
。〔
年
魚
・
伊
久
比
多
き
な
り
。〕

一
、
道
、
郡
家
の
正
東
、
大
川
の
舟
渡
し
に
通
ふ
は
、
八
里
五
十
二
歩
な
り
。

よ

ど

一
、
同
じ
く
、
汗
入
郡
の
余
戸
の
里
に
通
ふ
は
、
一
十
七
里
八
十
歩
な
り
。

く
い

一
、
同
じ
く
、
出
雲
国
の
堺
、
手
間
刺
に
通
ふ
は
、
七
里
二
十
九
歩
な
り
。

一
、
同
じ
く
、
日
野
郡
の
溝
口
駅
に
通
ふ
は
、
二
十
三
里
八
十
二
歩
な
り
。

右
の
郷
、
庄
に
改
む
る
事
は
、
神
亀
三
年
に
民
部
卿
依
り
口
宣
あ
り
。
巻
首
に

見
ゆ
る
な
り
。

巻
尾
云
は
く

天
平
五
年
、
之
を
書
く
。

三
月
辰

相
見
な
り
。

�

注
釈

〔
凡
例
〕
本
書
は
「
古
風
土
記
」
に
仮
託
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
後
期
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
注
釈
は
こ
う
し
た
認
識
の
下
に
適
宜
記
す
こ
と
と
す
る
。

巻
首
曰

一
所
以
伯
耆
号
者
足
摩
乳
手
摩
乳
娘
奇
稲
田
姫
八
頭
蛇
追
来
彼
�
林
時
母
遅
来
姫

云
母
来
也
故
云
母
来
国
也

【
注
】
国
号
由
来
の
記
述
。
一
般
に
「
古
風
土
記
」
の
記
述
と
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
松
本
布
政
著
『
伯
耆
民
談
記
』
の
記
述
よ
り
採
択
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
伯
耆

民
談
記
』
に
は
、「
そ
の
い
わ
れ
は
、
神
代
の
御
時
、
雲
州
簸
の
川
上
な
る
八
岐
の

大
蛇
を
恐
れ
、
稲
田
姫
は
遁
れ
て
、
当
時
此
の
国
に
入
り
給
ひ
し
に
、
其
の
母
、

是
を
思
ひ
慕
ひ
て
、
後
よ
り
尋
ね
来
り
き
、
姫
、
悦
び
て
「
母
来
る
哉
。」
と
云
々
。

風
土
記
に
述
ぶ
。
其
の
地
は
今
の
会
見
郡
な
り
と
。（『
因
伯
叢
書
』
名
著
出
版
（
一

九
七
二
年
）
に
よ
っ
た
が
、
字
句
を
私
に
改
め
た
。）」
と
あ
る
。
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五
一

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）



会
見
郡

一
所
以
号
相
見
郡
者
奇
稲
田
姫
蛇
追
来
時
母
相
見
而
祝
故
云
相
見
郡
也

【
注
】
郡
号
由
来
。
こ
れ
も
『
伯
耆
民
談
記
』
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
は
、

『
伯
耆
民
談
記
』
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
よ
っ
て
、『
伯
耆
民
談
記
』
の
基
と
な
っ

た
『
伯
耆
民
諺
記
』
の
成
立
し
た
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
年
）
以
降
に
、
本
書
は

書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
伯
耆
民
談
記
』
に
は
、「
此
郡
は
、
神
代
の
昔
、

稲
田
姫
、
出
雲
国
よ
り
八
岐
の
大
蛇
が
難
を
遁
れ
て
、
此
の
国
に
来
る
。
其
の
母
、

是
を
慕
ひ
て
追
ひ
来
た
り
。
此
の
地
に
て
逢
ひ
見
し
に
よ
り
て
、
会
見
郡
と
な
づ

く
と
云
ふ
。」
と
あ
る
。

中
間
庄
〔
本
字
高
満
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
中
間
ノ
庄
」
は
「
細
見
、
岸
本
、
石
州
府
、

福
万
、
日
下
、
尾
高
、
国
成
、
東
谷
、
小
波
、
中
間
」
の
十
村
を
指
す
。
現
在
、

米
子
市
淀
江
町
中
間
に
そ
の
名
が
残
る
。
以
下
の
「
勝
田
庄
」
ま
で
江
戸
時
代
の

郷
名
で
あ
る
。
な
お
、
源
順
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば
、

平
安
時
代
中
期
の
会
見
郡
に
は
、
日
下
、
細
見
、
美
濃
、
安
曇
、
巨
勢
、
蚊
屋
、

天
万
、
千
太
、
会
見
、
星
川
、
鴨
部
、
半
生
の
十
二
郷
が
存
在
し
た
と
い
う
。

蚊
屋
庄
〔
本
字
鹿
野
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
蚊
屋
ノ
庄
」
は
「
日
吉
津
、
今
村
、
熊
ノ

藤
、
二
本
木
、
佐
田
、
津
ノ
末
、
蚊
屋
、
今
在
家
、
浦
木
、
下
新
印
、
下
ノ
郷
、

赤
出
、
市
部
、
上
新
印
、
嶋
田
、
四
日
市
、
中
島
、
中
河
原
、
川
岡
」
の
十
九
村

を
指
す
。
現
在
、
米
子
市
蚊
屋
に
そ
の
名
が
残
る
。

八
幡
郷
〔
本
字
八
百
田
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
八
幡
ノ
郷
」
は
「
馬
場
、
水
濱
、
遠
藤
、

馬
心
、
立
岩
、
小
野
、
小
町
、
鶴
田
、
坂
中
、
大
寺
、
殿
河
内
、
新
庄
、
岩
屋
谷
、

別
所
、
山
市
場
、
八
幡
」
の
十
六
村
を
指
す
。
現
在
、
米
子
市
八
幡
・
東
八
幡
に

そ
の
名
が
残
る
。

長
田
郷
〔
今
依
前
字
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
永
田
ノ
庄
」
は
「
馬
場
、
徳
長
、
竹
延
、

道
河
内
、
切
喰
、
絹
屋
、
西
、
鍋
倉
、
与
市
谷
、
法
正
寺
、
加
茂
、
能
竹
、
加
正
、

信
寄
、
入
蔵
、
赤
牛
、
赤
谷
、
定
常
、
早
田
、
大
河
内
、
篠
畑
、
大
木
屋
、
落
合
、

京
乗
院
、
佐
陀
、
今
長
、
掛
合
、
高
佐
良
、
八
子
、
金
崎
、
江
原
、
二
升
、
常
清
、

金
山
」
の
三
十
四
村
を
指
す
。

阿
賀
庄
〔
本
字
御
鴨
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
阿
賀
ノ
庄
」
は
「
阿
賀
、
原
、
新
庄
、
北

方
、
猪
小
路
」
の
五
村
を
指
す
。
現
在
、
南
部
町
阿
賀
に
そ
の
名
が
残
る
。

福
田
郷
〔
今
依
前
字
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
福
田
庄
」
は
「
柏
尾
、
谷
川
、
坂
根
、
上

境
、
大
袋
、
下
阿
妻
」
の
六
村
を
指
す
。

富
田
庄
〔
本
字
高
田
郷
也
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
富
田
庄
」
は
「
天
満
、
三
崎
、
寺
内
、
清

水
川
、
上
阿
妻
」
の
五
村
を
指
す
。

星
川
庄
〔
今
依
前
改
郷
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
星
川
庄
」
は
「
諸
木
、
宮
ノ
前
、
浅
井
、

大
谷
、
馬
平
、
坪
屋
、
山
根
、
網
平
、
反
原
、
石
田
」
の
十
一
村
を
指
す
。

榎
原
庄
〔
本
字
恵
喜
原
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
榎
原
庄
」
は
「
古
市
、
橋
本
、
新
山
、
今

村
、
奈
喜
良
、
大
谷
、
青
木
」
の
七
村
を
指
す
。
現
在
、
米
子
市
榎
原
に
そ
の
名

が
残
る
。

五
二

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）
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宗
像
庄
〔
本
字
胸
方
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
宗
方
庄
」
は
「
日
原
、
奥
谷
、
石
井
、
上

新
田
、
下
新
田
、
目
角
、
大
谷
、
陽
田
、
宗
方
、
陰
田
」
の
十
村
を
指
す
。
現
在
、

米
子
市
宗
像
に
そ
の
名
が
残
る
。

長
砂
庄
〔
本
字
永
視
野
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
長
砂
郷
」
は
「
車
尾
、
長
砂
、
観
音
寺
、

兼
久
、
上
福
原
、
海
池
」
の
六
村
を
指
す
。
現
在
、
米
子
市
長
砂
に
そ
の
名
が
残

る
。

勝
田
庄
〔
本
字
固
殿
江
〕

【
注
】『
伯
耆
民
談
記
』
に
お
け
る
「
勝
田
ノ
庄
」
は
「
米
子
、
下
福
原
、
米
原
、

三
柳
、
阿
島
、
曲
松
、
大
篠
津
、
小
篠
津
、
才
神
、
新
屋
、
竹
ノ
内
、
中
野
、
上

リ
道
、
境
目
、
外
江
、
渡
利
」
の
十
六
村
を
指
す
。
現
在
、
米
子
市
勝
田
町
に
そ

の
名
が
残
る
。
ま
た
、「
固
殿
江
」
は
境
港
市
外
江
の
こ
と
。

余
戸
里

【
注
】
米
子
市
彦
名
町
の
粟
島
。『
伯
耆
国
風
土
記
逸
文
』
よ
り
付
け
加
え
た
里

名
で
あ
る
。

神
戸
里

【
注
】
伯
耆
町
小
野
・
小
町
。
こ
れ
も
独
自
に
加
え
た
か
。

米
子
駅

【
注
】『
延
喜
式
』
に
は
「
相
見
駅
」
が
あ
る
が
、「
米
子
駅
」
は
な
い
。

一
中
間
庄
郡
家
東
南
一
十
八
里
十
九
歩

大
穴
持
神
令
福
徳
授
賜
故
云
高
満
郷
〔
神
亀
三
改
中
間
也
〕

【
注
】「
大
穴
持
神
」
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
。
な
お
、
一
里
は
五
三
五
メ
ー
ト
ル
で
、

一
里
は
三
百
歩
で
あ
る
。

一
蚊
屋
庄
郡
家
東
北
五
里
六
十
九
歩

多
加
美
気
都
伎
神
鹿
乗
此
野
降
賜
故
鹿
野
郷
〔
神
亀
三
改
蚊
屋
庄

即
有
正
倉

也
〕【

注
】「
多
加
美
気
都
伎
神
」
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
キ
で
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
子
。
鹿
島
神
、

ま
た
春
日
神
の
一
つ
。

一
八
幡
郷
郡
家
東
南
九
里
二
十
歩

田
貴
都
比
女
神
八
百
田
植
秋
熟
納
給
所
知
食
故
八
百
田
郷
云
也
〔
神
亀
三
改
八

幡
也

即
有
正
倉
也
〕

【
注
】「
田
貴
都
比
女
神
」
は
タ
ギ
ツ
ヒ
メ
で
、
宗
像
三
女
神
の
一
つ
。

一
星
川
庄
郡
家
正
南
一
十
六
里
五
十
三
歩

都
岐
伊
美
神
河
水
移
影
見
星
神
降
故
云
星
河
郷
〔
神
亀
三
改
郷
庄
也

有
正
倉
〕

【
注
】「
都
岐
伊
美
神
」
は
ツ
ク
ヨ
ミ
か
。

一
長
田
郷
郡
家
南
西
一
十
九
里
二
十
二
歩

田
伎
津
比
女
命
大
田
植
給
故
長
田
郷
云
也
〔
即
有
正
倉
也
〕

【
注
】「
田
伎
津
比
女
命
」
は
タ
ギ
ツ
ヒ
メ
。

一
阿
賀
庄
郡
家
南
西
一
十
七
里
三
十
二
歩

鴨
御
祖
神
坐
故
云
御
鴨
郷
也
〔
神
亀
三
改
阿
賀
庄
也
〕

【
注
】「
鴨
御
祖
神
」
は
賀
茂
神
。

一
富
田
庄
郡
家
南
西
一
十
四
里
三
十
歩

天
照
太
神
高
天
原
降
御
田
作
賜
故
云
高
田
郷
〔
神
亀
三
改
富
田
庄
也
〕

【
注
】「
天
照
太
神
」
は
ア
マ
テ
ラ
ス
。

一
榎
原
庄
郡
家
正
南
一
十
二
里
八
十
歩

宇
加
神
恵
原
開
給
故
云
恵
喜
原
郷
〔
神
亀
三
改
榎
原
庄
也
〕

【
注
】「
宇
加
神
」
は
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ
。

一
福
田
庄
郡
家
南
西
一
十
四
里
二
百
二
十
歩

多
気
地
比
女
命
御
田
植
付
給
能
熟
故
云
福
田
郷
也
〔
神
亀
三
改
郷
字
庄
也
〕

－１１２－

五
三

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）



【
注
】「
多
気
地
比
女
命
」
は
タ
ギ
ツ
ヒ
メ
。

一
宗
像
庄
郡
家
南
西
四
里
十
歩

武
胸
方
神
坐
故
胸
方
郷
云
〔
神
亀
三
年
改
宗
像
庄
〕

【
注
】「
武
胸
方
神
」
は
不
明
だ
が
、
宗
像
信
仰
に
関
わ
る
か
。

一
長
砂
庄
属
郡
家

此
郷
永
視
社
在
故
云
永
視
野
郷
也
〔
神
亀
三
改
長
砂
庄

即
有
正
倉
〕

【
注
】「
会
見
郡
家
」
の
所
在
地
と
あ
る
。『
伯
耆
志
』
も
「
右
の
伯
耆
風
土
記
に
、

「
相
見
郡
郡
家
西
北
有
余
戸
里
有
粟
嶋
云
々
。」
と
あ
る
を
考
ふ
る
に
郡
家
は
此
の

地
方
に
当
た
れ
り
。」
と
し
、
ま
た
「
会
見
郡
古
老
伝
（
注
・
こ
の
本
の
こ
と
）
に

も
「
長
砂
庄
属
郡
家
」
と
記
せ
る
も
、
偽
書
な
が
ら
中
ら
ず
と
い
へ
ど
も
遠
か
ら

ぬ
説
に
や
。」
と
し
て
、
こ
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
伯
耆
国
風
土

記
逸
文
』
に
よ
っ
て
、「
粟
嶋
」
か
ら
見
て
東
南
の
地
に
「
郡
家
」
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
「
会
見
郡
家
」
を
「
長
砂
」

と
す
る
説
は
そ
れ
な
り
に
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
「
粟
嶋
」
か
ら

の
方
角
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
の
車
尾
に
お
い
て
天
皇
が
和
歌
を
詠
ん
だ
な
ど
と
す

る
後
醍
醐
天
皇
説
話
な
ど
に
も
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
の
人
々

は
、
古
く
か
ら
こ
の
地
に
人
が
住
ん
で
い
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
在

は
考
古
学
上
の
成
果
か
ら
、「
会
見
郡
家
」
は
伯
耆
町
北
西
端
の
「
長
者
原
台
地
」

の
辺
り
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
坂
本
嘉
和
「
伯
耆
国
会
見
郡
衙
に
つ
い
て─
近

年
の
発
掘
調
査
か
ら
み
た
様
相─

」（『
伯
耆
文
化
研
究
』
十
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
、

近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

一
勝
田
庄
郡
家
西
北
二
十
四
里
三
十
五
歩

伊
佐
奈
美
乃
尊
神
退
時
霊
祭
所
也
花
時
華
以
祭
吹
幡
歌
而
舞
然
夜
見
濱
固
竪
加

志
者
社
故
云
固
殿
江
也
〔
神
亀
三
改
勝
田
庄
也
〕

【
注
】「
伊
佐
奈
美
乃
尊
神
」
は
イ
ザ
ナ
ミ
。「
神
退
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
死
の

こ
と
。
本
書
で
は
、
こ
こ
で
死
ん
だ
イ
ザ
ナ
ミ
の
「
霊
」
を
祀
る
。「
夜
見
嶋
」
の

名
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
あ
る
。「
加
志
」
は
杭
の
こ
と
で
、「
国
引
き
神
話
」

に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
嶋
根
郡
に
は
、「
戸
江
の
�
。
郡
家
の

正
東
廿
里
一
百
八
十
歩
な
り
。〔
嶋
に
あ
ら
ず
。
陸
地
の
浜
の
み
。
伯
耆
の
郡
内
の

夜
見
の
嶋
に
相
向
か
は
む
間
な
り
。〕」
と
あ
る
。

一
余
戸
里
郡
家
西
北
九
里
二
十
一
歩

此
処
粟
嶋
社
坐
少
日
子
命
蒔
粟
莠
実
離
離
載
粟
茎
弾
渡
入
常
世
郷
故
云
粟
嶋
之

余
戸
也
〔
本
云
竹
真
嶋
松
竹
等
繁
多
〕

【
注
】
鎌
倉
時
代
成
立
の
『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
『
伯
耆
国
風
土
記
逸
文
』「
相
見

郡
。
々
家
西
北
、
有
余
戸
里
。
有
粟
嶋
。
少
日
子
命
蒔
粟
、
莠
実
離
々
。
即
載
粟

弾
、
渡
常
世
国
、
故
云
粟
嶋
也
。」
と
同
様
の
記
事
だ
が
、
一
部
相
違
す
る
。「
粟

嶋
」
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
記
載
が
あ
る
。
な
お
『
伯
耆
民
談
記
』
も
こ
の

条
を
引
く
。
ま
た
、『
出
雲
国
風
土
記
』「
意
宇
郡
」
に
は
「
粟
嶋
。〔
椎
・
松
・
多

年
木
・
宇
竹
・
真
前
等
の
�
あ
り
。〕」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
か
ら
、
多
少
の

字
句
を
変
え
て
記
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
米
子
駅
郡
家
正
西
三
里
二
十
八
歩

此
地
火
八
木
神
御
子
坐
故
八
木
子
云
也
〔
神
亀
三
改
米
子
駅
也

即
有
正
倉
〕

【
注
】「
米
子
」
の
地
名
起
源
譚
。「
火
八
木
神
」
は
カ
グ
ツ
チ
か
。

一
神
戸
里
郡
家
東
南
二
十
一
里
八
十
歩

小
身
神
赤
魚
幸
給
故
神
殿
在
云
神
戸
里

【
注
】「
小
身
神
」
は
不
明
。
現
在
、
こ
こ
は
小
野
・
小
町
の
二
つ
の
集
落
が
あ

り
、
平
安
時
代
の
歌
人
で
あ
る
「
小
野
小
町
」
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。「
小
野
」
と

「
小
町
」
を
「
小
身
」
と
し
た
か
。

奈
日
魅
舎

【
注
】
な
か
ま
の
み
や
。
米
子
市
淀
江
町
中
間
に
中
間
神
社
が
あ
る
。

五
四

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）
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子
波
乃
社

【
注
】
こ
な
み
の
や
し
ろ
。
米
子
市
淀
江
町
小
波
。

出
見
社

【
注
】
い
ず
み
の
や
し
ろ
。
米
子
市
泉
。

佐
田
乃
社

【
注
】
さ
だ
の
や
し
ろ
。
米
子
市
淀
江
町
佐
陀
に
佐
陀
神
社
が
あ
る
。

鹿
野
社

【
注
】
か
や
の
や
し
ろ
。
日
吉
津
村
に
蚊
屋
島
神
社
が
あ
る
。

久
米
乃
社

【
注
】
く
め
の
や
し
ろ
。
米
子
市
久
米
町
。

赤
井
天
社

【
注
】
あ
か
い
て
ん
の
や
し
ろ
。
米
子
市
赤
井
手
。

中
志
未
社

【
注
】
な
か
し
ま
の
や
し
ろ
。
米
子
市
中
島
。

新
爾
社

【
注
】
し
ん
し
の
や
し
ろ
。
米
子
市
下
新
印
。

加
美
爾
社

【
注
】
か
み
し
の
や
し
ろ
。
米
子
市
上
新
印
。

日
下
乃
社

【
注
】
く
さ
か
の
や
し
ろ
。
米
子
市
日
下
に
日
下
神
社
が
あ
る
。

宇
美
乃
社

【
注
】
う
み
の
や
し
ろ
。
不
明
。

八
幡
乃
社

【
注
】
や
わ
た
の
や
し
ろ
。
米
子
東
八
幡
に
八
幡
神
社
が
あ
る
。

卯
遠
乃
社

【
注
】
い
ん
と
う
の
や
し
ろ
。
米
子
市
遠
藤
。

女
心
乃
社

【
注
】
め
こ
こ
ろ
の
や
し
ろ
。
伯
耆
町
吉
長
。
元
は
「
馬
心
村
」
と
言
っ
た
。

河
宇
加
社

【
注
】
か
う
か
の
や
し
ろ
。
米
子
市
河
岡
。

石
州
社

【
注
】
せ
き
し
ゅ
う
の
や
し
ろ
。
米
子
市
石
州
府
。

押
久
知
社

【
注
】
お
し
く
ち
の
や
し
ろ
。
伯
耆
町
押
口
。

気
子
本
社

【
注
】
き
し
も
と
の
や
し
ろ
。
伯
耆
町
岸
本
。

小
身
乃
社

【
注
】
お
み
の
や
し
ろ
。
伯
耆
町
小
野
。

小
身
乃
社

【
注
】
お
み
の
や
し
ろ
。
伯
耆
町
小
町
。

津
流
戸
社

【
注
】
つ
る
ど
の
や
し
ろ
。
南
部
町
鶴
田
。

津
保
乃
舎

【
注
】
つ
ほ
の
や
し
ろ
。
南
部
町
朝
金
に
あ
っ
た
「
坪
屋
村
」
か
。

信
州
乃
社

【
注
】
し
ん
し
ゅ
う
の
や
し
ろ
。
米
子
市
諏
訪
に
諏
訪
神
社
が
あ
る
。

阿
宇
気
社

【
注
】
あ
う
き
の
や
し
ろ
。
米
子
市
青
木
に
青
木
神
社
が
あ
る
。

星
加
波
社

【
注
】
ほ
し
か
わ
の
や
し
ろ
。
南
部
町
田
住
・
宮
前
の
辺
り
か
。
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五
五

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
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『
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御
箭
社

【
注
】
み
の
り
の
や
し
ろ
。
不
明
。

古
魔
津
社

【
注
】
こ
ま
つ
や
し
ろ
。
南
部
町
金
田
に
小
松
神
社
が
あ
る
。

安
曇
社

【
注
】
あ
ず
ま
の
や
し
ろ
。
米
子
市
上
安
曇
・
下
安
曇
。

大
福
呂
乃
社

【
注
】
お
お
ふ
く
ろ
の
や
し
ろ
。
米
子
市
大
袋
。

武
呂
乃
社

【
注
】
む
ろ
の
や
し
ろ
。
不
明
。

三
佐
気
社

【
注
】
み
さ
き
の
や
し
ろ
。
南
部
町
三
崎
。

長
田
乃
社

【
注
】
な
が
た
の
や
し
ろ
。
南
部
町
に
は
長
田
神
社
が
複
数
あ
る
。

河
内
乃
社

【
注
】
か
わ
ち
の
や
し
ろ
。
南
部
町
大
河
内
。

三
木
乃
社

【
注
】
み
き
の
や
し
ろ
。
南
部
町
三
本
木
。

大
木
乃
社

【
注
】
お
お
き
の
や
し
ろ
。
南
部
町
大
木
屋
。

賀
茂
社

【
注
】
か
も
の
や
し
ろ
。
南
部
町
に
は
賀
茂
神
社
が
複
数
あ
る
。

大
波
良
社

【
注
】
お
お
は
ら
の
や
し
ろ
。
南
部
町
原
。

猪
小
路
社

【
注
】
い
こ
ぢ
の
や
し
ろ
。
南
部
町
猪
小
路
。

御
鴨
乃
社

【
注
】
み
か
も
の
や
し
ろ
。
南
部
町
入
蔵
に
三
鴨
神
社
が
あ
る
。

志
良
山
社

【
注
】
し
ら
や
ま
の
や
し
ろ
。
米
子
市
新
山
に
白
山
神
社
が
あ
る
。

篠
乃
社

【
注
】
し
の
の
や
し
ろ
。
不
明
。

小
志
宇
社

【
注
】
こ
し
う
の
や
し
ろ
。
不
明
。

福
田
乃
社

【
注
】
ふ
く
だ
の
や
し
ろ
。
南
部
町
福
万
に
福
田
神
社
が
あ
る
。

波
志
乃
社

【
注
】
は
し
の
や
し
ろ
。
米
子
市
橋
本
か
。

武
知
乃
社

【
注
】
た
け
ち
の
や
し
ろ
。
南
部
町
武
信
か
。

胸
方
乃
社

【
注
】
む
な
か
た
の
や
し
ろ
。
米
子
市
宗
像
に
宗
像
神
社
が
あ
る
。

大
穴
武
知
社

【
注
】
を
を
あ
な
む
ち
の
や
し
ろ
。
不
明
。

猪
乃
多
社

【
注
】
い
の
だ
の
や
し
ろ
。
米
子
市
陰
田
町
に
犬
田
神
社
が
あ
る
。

手
間
乃
社

【
注
】
て
ま
の
や
し
ろ
。
南
部
町
天
万
に
天
万
神
社
が
あ
る
。

八
木
子
社

【
注
】
や
ぎ
こ
の
や
し
ろ
。「
米
子
の
社
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

五
六

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
に
つ
い
て
（
原

豊
二
）
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永
視
野
社

【
注
】
な
が
し
の
の
や
し
ろ
。
米
子
市
長
砂
。

永
視
野
社

【
注
】
な
か
し
の
の
や
し
ろ
。
不
明
。

福
原
乃
社

【
注
】
ふ
く
は
ら
の
や
し
ろ
。
米
子
市
上
福
原
・
東
福
原
・
西
福
原
。

八
木
原
社

【
注
】
や
き
は
ら
の
や
し
ろ
。
米
子
市
米
原
。

三
八
木
乃
社

【
注
】
み
や
き
の
や
し
ろ
。
米
子
市
両
三
柳
。

宇
加
乃
社

【
注
】
う
が
の
や
し
ろ
。
不
明
。

粟
嶋
乃
社

【
注
】
あ
わ
し
ま
の
や
し
ろ
。
米
子
市
彦
名
町
に
粟
嶋
神
社
が
あ
る
。

大
須
気
社

【
注
】
お
お
す
き
の
や
し
ろ
。
米
子
市
大
崎
に
大
崎
神
社
が
あ
る
。

和
多
乃
社

【
注
】
わ
た
り
の
や
し
ろ
。
境
港
市
渡
か
。

和
多
裏
社

【
注
】
わ
だ
り
の
や
し
ろ
。
米
子
市
和
田
町
か
。

志
野
津
社

【
注
】
し
の
づ
の
や
し
ろ
。
米
子
市
大
篠
津
。

火
神
山
社

【
注
】
ひ
は
や
ま
の
や
し
ろ
。
本
書
に
よ
れ
ば
境
港
市
外
江
か
。

志
野
津
社

【
注
】
し
の
づ
の
や
し
ろ
。
境
港
市
小
篠
津
。

伊
須
社

【
注
】
い
す
の
や
し
ろ
。
不
明
。

下
道
乃
社

【
注
】
し
も
ど
う
の
や
し
ろ
。「
上
道
乃
社
」
同
様
、
境
港
市
を
考
え
る
べ
き
か
。

中
道
社

【
注
】
な
か
と
う
の
や
し
ろ
。「
上
道
乃
社
」
同
様
、
境
港
市
を
考
え
る
べ
き
か
。

上
道
乃
社

【
注
】
か
み
ど
う
の
や
し
ろ
。
境
港
市
上
道
に
上
道
神
社
が
あ
る
。

西
海
乃
社

【
注
】
さ
か
い
の
や
し
ろ
。「
境
」
の
意
と
す
れ
ば
、
境
港
市
を
考
え
る
べ
き
か
。

余
子
乃
社

【
注
】
あ
ま
る
こ
の
や
し
ろ
。
境
港
市
竹
内
町
の
余
子
。

天
照
御
魂
社

【
注
】
あ
ま
て
る
み
た
ま
の
や
し
ろ
。
不
明
。

加
久
乃
社

【
注
】
か
く
の
や
し
ろ
。
不
明
。

一
狭
田
濱
周
六
里
八
十
歩
郡
家
東
北
八
里
五
十
二
歩

狭
田
国
生
大
神
坐
須

故
云
狭
田
也

【
注
】
淀
江
町
佐
陀
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
国
引
き
神
話
に
「
狭
田
国
」
が
見

ら
れ
る
。

一
西
海
余
子
濱
周
九
里
五
十
歩
郡
家
北
東
三
十
壱
里
一
百
歩

神
功
皇
后
三
筒
男
神
坐
故
〔
西
海
余
子
濱
云
也
〕

【
注
】「
西
海
余
子
」
は
「
す
み
よ
し
」
と
読
む
。
大
山
町
（
旧
中
山
町
）
の
住

吉
か
。
ま
た
、
旧
名
和
町
の
御
来
屋
に
住
吉
神
社
が
あ
る
。「
三
筒
男
」
は
「
底
筒
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五
七

八
幡
神
社
（
米
子
市
東
八
幡
）
蔵
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之
男
命
、
中
筒
之
男
命
、
上
筒
之
男
命
」
で
、
住
吉
信
仰
の
神
で
あ
る
。

一
大
智
山
郡
家
正
東
二
十
三
里
一
百
歩

大
山
豆
美
神
坐
伊
予
大
智
郡
神
来
賜
故
云
大
智
山
也
諸
木
繁
多
狼
狸
狐
等
多

此
山
薬
艸
類
桔
梗
川
�
芍
薬
葛
根
等
繁
多
也

【
注
】「
大
山
豆
美
神
」
は
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
の
親
。

「
大
智
山
」
は
大
山
。「
伊
予
大
智
郡
」
に
つ
い
て
は
、『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
『
伊

予
国
風
土
記
逸
文
』「
乎
知
郡
」
条
に
「
乎
知
郡
。
御
嶋
。
坐
神
御
名
、
大
山
積
神
、

一
名
和
多
志
大
神
也
。
是
神
者
、
所
顕
難
波
高
津
宮
御
宇
天
皇
御
世
。
此
神
自
百

済
国
度
来
坐
而
、
津
国
御
嶋
坐
。（
云
々
）
謂
御
嶋
者
、
津
国
御
嶋
名
也
。」
と
あ
っ

て
、「
大
山
積
の
神
」
の
鎮
座
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
明
治
初
年
ま
で
大
神
山
神
社

奥
宮
は
「
大
智
明
権
現
」
を
祀
っ
て
い
た
。

一
土
神
山
郡
家
正
南
二
里
八
十
歩

地
主
神
坐
故
云
土
神
山
也

じ
し
ゅ

【
注
】
米
子
市
長
砂
の
南
に
「
戸
上
山
」
が
あ
る
。「
地
主
神
」
は
主
に
西
日
本

に
広
ま
っ
た
地
主
信
仰
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
地
主
信
仰
は
比
較
的
新
し
い
信
仰

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
代
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
伯
耆
地
方

の
地
主
信
仰
に
つ
い
て
は
、
坂
田
友
宏
『
と
っ
と
り
民
俗
文
化
論
』（
伯
耆
文
化
研

究
会
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。

一
手
間
山
郡
家
正
西
七
里
二
十
九
歩

出
雲
国
与
伯
耆
国
堺
也
〔
松
�
檜
煩
多
也
〕
古
老
云
麓
赤
猪
多
此
山
少
彦
名
命

父
神
之
手
指
漏
落
而
降
地
故
云
手
間
山
也

【
注
】
現
在
、
南
部
町
の
地
名
に
天
万
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣
に
天
万

山
が
あ
る
。『
古
事
記
』
に
は
、「（
八
十
神
が
）
伯
岐
国
の
手
間
の
山
本
に
至
り
て

云
は
く
、「
赤
き
猪
、
此
の
山
に
在
り
。
故
、
わ
れ
、
共
に
追
ひ
下
ら
ば
、
汝
、
待

ち
取
れ
。
若
し
待
ち
取
ら
ず
は
、
必
ず
汝
を
殺
さ
む
」
と
、
云
ひ
て
、
火
を
以
て

猪
に
似
た
る
大
き
石
を
焼
き
て
、
転
ば
し
落
し
き
。」
な
ど
と
あ
り
、
八
十
神
の
集

ま
っ
た
地
と
し
て
「
手
間
」
が
表
わ
さ
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
、
こ
の
山
に
「
赤

猪
」
が
多
い
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
由
来
す
る
。
ま
た
、「
少
彦
名
」
の

生
誕
伝
承
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
同
様
だ
が
、
こ
こ
で
は
地
名
起
源
譚
と

も
な
っ
て
い
る
。
伯
耆
地
方
で
は
「
少
彦
名
」
は
「
手
間
天
神
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
て
、
地
名
起
源
譚
は
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
出

雲
国
風
土
記
』「
意
宇
郡
」
に
は
「
手
間
の
�
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
火
神
山
伯
耆
国
与
出
雲
国
堺
郡
家
正
西
二
十
四
里
三
十
五
歩

伊
佐
奈
美
乃
尊
火
神
加
久
都
地
生
焦
神
退
故
云
火
八
木
山
也

【
注
】「
火
神
山
」
は
「
ひ
は
の
や
ま
」
と
読
む
。「
郡
家
正
西
」
と
あ
る
が
、
本

来
は
「
北
西
」
と
あ
る
べ
き
。『
古
事
記
』
の
イ
ザ
ナ
ミ
の
「
神
退
り
」
の
地
と
し

て
は
広
島
県
の
比
婆
山
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
境
港
市
の
外
江

と
な
る
。『
古
事
記
』
に
は
「
故
、
そ
の
神
避
り
し
伊
邪
那
美
神
は
出
雲
国
と
伯
伎

国
と
の
堺
の
比
婆
の
山
に
葬
り
き
。」
と
あ
る
。
外
江
に
砂
山
な
ど
が
あ
っ
た
か
は

不
明
。
な
お
、『
伯
耆
民
談
記
』
は
「
昆
波
山
」
に
つ
い
て
「
此
山
雲
伯
の
堺
に
あ

り
。
伊
弉
諾
伊
弉
冊
二
尊
の
廟
あ
り
と
い
ふ
。
さ
れ
ど
今
何
れ
の
山
を
指
し
て
い

ふ
事
を
知
ら
ず
。
御
廟
の
跡
も
見
え
ず
。
旧
事
記
曰
く
、
伊
弉
諾
伊
弉
冊
の
尊
、

雲
伯
の
境
、
昆
波
山
陵
と
云
々
。
日
本
紀
に
は
紀
州
有
馬
山
を
昆
波
山
と
述
ぶ
。

今
按
ず
る
に
太
古
国
境
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ぬ
時
、
雲
州
能
義
郡
日
南
村
に
日
南
山

と
い
ふ
あ
り
。
山
の
上
に
陵
あ
り
。
即
ち
伊
弉
諾
伊
弉
冊
の
尊
を
葬
る
。
神
陵
な

る
由
、
古
来
相
伝
の
説
あ
り
。
此
山
の
竹
を
以
て
杖
を
製
す
れ
ば
、
�
蛇
敢
て
近

寄
ら
ず
と
云
ふ
。
疑
ら
く
は
昆
波
は
日
南
の
訓
意
に
て
、
此
地
正
し
く
神
廟
所
在

の
地
に
て
、
上
古
は
雲
伯
の
境
な
り
し
に
や
。」
と
し
、
本
書
と
は
別
説
を
採
用
し

て
い
る
。

〔
須
佐
男
尊
自
出
雲
国
降
日
川
上
在
鳥
上
山
時
川
上
啼
声
聞
覓
声
尋
賜
老
翁
老
婆

五
八
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神
社
（
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子
市
東
八
幡
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蔵
『
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土
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に
つ
い
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（
原

豊
二
）

－１０７－



在
尊
曰
汝
等
誰
何
故
如
此
啼
対
云
吾
此
国
神
人
也
名
足
摩
乳
妻
手
摩
乳
云
前
八
人

娘
毎
歳
八
頭
蛇
来
呑
今
此
稲
田
姫
為
呑
無
由
免
故
歎
也
云
尊
曰
然
少
女
吾
得
謀
以

蛇
退
可
賜
即
奇
稲
田
姫
隠
火
神
山
林
醸
酒
所
呑
蛇
酔
睡
時
秡
釼
斬
之
則
老
人
祝
之

後
姫
幸

【
注
】『
古
事
記
』
と
同
様
な
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
伝
承
を
記
す
。

尊
歌
曰

佐
具
作
女
乃
志
野
不
加
美
嘉
気
奈
々
得
屋
得
以
末
固
戸
乃
江
尓
美
屋

都
久
利
須
留

姫
反
歌

比
波
久
連
奴
佐
久
作
女
乃
殿
遠
波
哉
殿
地
奴
固
戸
盧
乃
夜
見
尓
和
礼

末
世
波
須
留

【
注
】（
ス
サ
ノ
オ
）
さ
く
さ
め
の
し
の
ぶ
神
垣
七
重
八
重
い
ま
九
重
に
宮
つ
く

り
す
る
（
稲
田
姫
）
日
は
暮
れ
ぬ
さ
く
さ
め
の
と
を
は
や
と
ち
ぬ
心
の
闇
に
我
れ

迷
は
す
る

本
来
は
「
八
雲
た
つ
出
雲
八
重
垣
妻
籠
み
に
八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を
」

の
歌
で
あ
る
は
ず
。「
さ
く
さ
め
の
」
森
は
、
八
重
垣
神
社
の
神
森
を
い
う
。

相
与
遘
合
而
生
大
穴
持
神
時
母
遅
来
姫
云
母
来
止

故
云
母
来
国
也
母
姫
見
祝
故
云

相
見
郡
也
〕

【
注
】
国
号
由
来
、
郡
号
由
来
で
あ
る
が
、
冒
頭
と
は
違
っ
て
、
オ
ロ
チ
の
退
治

後
の
話
と
な
っ
て
い
る
。

古
老
云
比
波
山
固
殿
江
有
中
古
高
波
打
寄
淘
崩
而
失
社
地
也
依
之
五
里
南
去
移

社
此
所
二
火
八
云
也

【
注
】「
比
波
山
」
は
「
固
殿
江
」
で
あ
る
し
て
い
る
。
中
古
、
津
波
に
よ
り
社

殿
を
失
い
、
新
た
に
南
に
移
動
さ
せ
た
と
あ
る
。
弓
浜
半
島
に
は
高
波
の
被
害
が

起
こ
り
得
る
。

一
魔
乃
池
周
二
里
郡
家
西
北
二
十
三
里
八
十
歩

【
注
】
境
港
市
と
思
わ
れ
る
が
、
位
置
は
不
明
。
そ
も
そ
も
存
在
し
た
か
も
不
明
。

一
相
見
大
川
源
出
郡
家
南
西
二
十
里
八
十
歩

鳥
上
山
東
北
流
入
大
海
〔
年
魚
伊
久
比
多
也
〕

【
注
】「
相
見
大
川
」
は
日
野
川
・
法
勝
寺
川
か
。「
南
西
二
十
里
」
は
法
勝
寺
川

の
源
流
か
。
鳥
上
山
は
船
通
山
で
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
あ
る
。「
大
海
」
は
日

本
海
。

一
道
通
郡
家
正
東
大
川
舟
渡
八
里
五
十
二
歩

【
注
】「
大
川
」
は
日
野
川
、「
舟
渡
」
は
渡
し
。

一
同
通
汗
入
郡
余
戸
里
一
十
七
里
八
十
歩

【
注
】
不
明
。

一
同
通
出
雲
国
堺
手
間
刺
七
里
二
十
九
歩

【
注
】「
手
間
」
の
関
。
出
雲
と
伯
耆
の
国
境
。『
出
雲
国
風
土
記
』「
意
宇
郡
」

に
「
国
の
東
の
堺
な
る
手
間
の
�
に
通
ふ
は
、
三
十
一
里
一
百
八
十
歩
な
り
。」
と

あ
る
。

一
同
通
日
野
郡
溝
口
駅
二
十
三
里
八
十
二
歩

【
注
】
伯
耆
町
溝
口
の
こ
と
。
な
お
、『
延
喜
式
』
に
「
溝
口
駅
」
は
な
い
。

右
郷
改
庄
事
神
亀
三
年
依
民
部
卿
口
宣
也

巻
首
見
也

【
注
】「
神
亀
三
年
」
の
名
称
変
更
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
と
一
致
。「
民
部
卿
」

は
中
央
の
役
所
「
民
部
省
」
の
長
官
の
こ
と
か
。

巻
尾
云

天
平
五
年
書
之

三
月
辰

相
見
也

【
注
】「
天
平
五
年
」
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
撰
進
年
と
同
じ
で
あ
る
。
偽
の

奥
書
で
あ
る
。

�

解
題

本
資
料
『
伯
耆
会
見
風
土
記
』
は
、
奈
良
時
代
に
撰
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
『
伯
耆
国
風
土
記
』
に
仮
託
し
た
地
誌
の
一
種
で
あ
る
。
奥
書
に
「
天
平
五

－１０６－
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年
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
ま
さ
し
く
偽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
資
料
は
「
偽

書
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
郷
名
や
庄
名
が
江
戸
時
代
の
ま
ま
で
あ
り
、
平
安

時
代
の
『
和
名
類
聚
抄
』
な
ど
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
駅
名
に
『
延
喜
式
』

に
は
な
い
「
米
子
駅
」「
溝
口
駅
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
考
古
学
上
の
成
果
に

反
し
て
長
砂
の
地
が
郡
家
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
江
戸
時
代
の
信
仰
が
そ
の
記
述

の
背
景
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、「
古
風
土
記
」
の
記
述
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。『
伯
耆
民
談
記
』
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
『
伯

耆
志
』
に
こ
の
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世

紀
半
ば
ま
で
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
の
幕
末
の
地
誌
『
伯

耆
志
』
か
ら
見
て
み
た
い
。

会
見
郡
古
老
伝
と
題
せ
る
一
小
冊
あ
り
。
郡
中
の
庄
名
を
挙
げ
て
曰
く
、
中
間

庄
〔
本
字
高
満
〕、
蚊
屋
庄
〔
本
字
鹿
野
〕、
八
幡
庄
〔
本
字
八
百
田
〕、
星
川
庄
、

長
田
庄
〔
依
前
〕、
阿
賀
庄
〔
本
字
御
鴨
〕、
福
田
庄
、
富
田
庄
〔
依
前
〕、
榎
原
庄

〔
本
字
恵
野
木
原
〕、
宗
形
庄
〔
本
字
御
方
〕、
長
砂
庄
〔
本
字
長
祖
野
〕、
勝
田
庄

〔
本
字
固
殿
江
〕、
余
戸
里
、
神
戸
里
、
米
子
駅
と
記
し
て
、
次
に
里
程
及
び
説
を

附
す
。
出
雲
風
土
記
に
傚
ひ
て
、
後
人
の
偽
作
れ
る
も
の
な
り
。
ま
づ
庄
と
云
ふ

事
は
古
に
無
き
事
さ
へ
辨
へ
ざ
る
に
や
。
神
亀
三
年
改
某
庄
と
云
ひ
、
右
の
如
く

中
間
を
古
の
高
満
と
し
、
八
幡
を
八
百
田
と
す
る
類
も
例
な
き
転
語
な
る
か
。
上

に
是
も
ま
た
神
亀
三
年
改
八
幡
と
記
す
。
神
亀
は
聖
武
天
皇
の
年
号
な
れ
ば
、
奈

良
又
山
城
の
八
幡
も
い
ま
だ
無
か
り
し
時
な
り
。
何
を
以
て
八
幡
の
名
を
辺
境
の

地
に
命
ぜ
ん
。
又
、
阿
賀
庄
の
註
に
本
字
御
鴨
と
記
せ
る
も
、
文
義
通
ぜ
ず
、
ま

た
実
に
古
城
を
存
ぜ
し
な
ら
ば
、
蚊
屋
、
星
川
の
外
、
数
庄
、
和
名
抄
に
記
せ
ざ

る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
数
説
総
て
論
ず
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
記
せ
ず
。
其
の
杜
撰
推

し
て
知
る
可
し
。（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
版
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
っ
た
が
、
字
句

を
私
に
改
め
た
。）

書
名
こ
そ
『
会
見
郡
古
老
伝
』
と
あ
る
が
内
容
は
ま
さ
し
く
本
書
で
あ
る
。
酷

評
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
こ
の
『
伯
耆
志
』
の
指

摘
は
適
当
で
あ
り
、
本
書
の
本
質
を
十
分
に
見
抜
い
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
、

こ
の
書
物
が
「
古
風
土
記
」
で
な
い
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
矛
盾
点
を
指
摘
し
、
杜
撰
で
あ
る
と
言
う
の
と
、
こ
の
本
に
は
全
く
触
れ
る
必

要
が
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
別
の
次
元
の
問
題
で
あ
る
。『
伯
耆
志
』
が

興
味
を
示
さ
な
い
内
容
も
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
か
ら
見
る
と
興
味
深
い
と
こ
ろ

も
多
く
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
翻
刻
や
詳
し
い
紹
介
に
つ
い

て
は
、
管
見
で
は
他
に
見
当
た
ら
ず
、
こ
こ
で
示
し
て
み
る
必
要
は
少
な
か
ら
ず

あ
る
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
は
近
世
期
の
資
料
と
し
て
表
わ
す
べ
き
内
容
で

あ
ろ
う
。

い
っ
た
い
こ
の
本
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
仮
託
と
い
う
形
を
取
り
、
書
か
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
西
伯
耆
地
方
独
特
の
問
題
意
識
が
あ
る
。
竹
内
自

安
斎
が
『
伯
陽
六
社
み
ち
の
記
』（
元
禄
七
年
成
立
）
で
、「
僻
地
の
う
た
て
さ
、

此
国
に
は
、
風
土
記
さ
へ
つ
た
は
ら
で
、
ふ
る
き
を
た
づ
ね
ん
よ
す
が
も
な
し
。

た
だ
や
み
ぢ
に
、
と
も
し
け
ち
た
る
に
こ
と
な
ら
ず
。（『
伯
耆
文
庫
７

伯
耆
の

元
禄
旅
日
記

伯
陽
六
社
み
ち
の
記
』
に
よ
る
。）」
と
し
て
、
伯
耆
国
に
『
風
土

記
』
の
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方
で
は
逆
に
そ

の
存
在
が
密
か
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
隣
国
出
雲
に
残
さ
れ
た
『
出

雲
国
風
土
記
』
の
存
在
が
あ
る
。
唯
一
完
本
と
し
て
残
っ
た
『
風
土
記
』
が
隣
の

国
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
多
く
の
羨
望
を
呼
び
込
ん
だ
に
違
い
な
い
。
ま
た
、

『
古
事
記
』
な
ど
の
神
話
に
伯
耆
国
が
い
く
ら
か
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の

よ
う
な
渇
望
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、『
釈
日
本
紀
』
所
収
の
『
伯
耆
風

六
〇
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土
記
逸
文
』
の
こ
と
が
あ
る
。
断
片
で
あ
れ
、
そ
の
粟
嶋
条
が
残
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
は
伯
耆
地
方
の
人
々
は
知
り
始
め
て
い
た
。『
伯
耆
民

談
記
』
に
そ
れ
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
な
に
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
復
元
し
て
『
伯
耆
国
風
土
記
』
を
作
れ
な
い
か
、
そ
う
い
う
思
い
は
思
い
と
し

て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
後
期
は
、
徐
々
に
庶
民
層
や
地
方
で
の
学
識
が
深

ま
り
、
ま
た
広
が
り
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う
文
化
的
雰
囲
気
も
関
係

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
伯
耆
地
方
独
特
の
自
由
な
文
化
的
雰
囲
気
も
そ
れ
を
促
し

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
資
料
は
、
ど
う
や
ら
最
初
か
ら
他
の
郡
の
こ
と
は
記

さ
れ
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
会
見
郡
の
人
物
に
よ
る
執
筆
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
会
見
郡
と
す
れ
ば
、
そ
の
執
筆
者
は
米
子
城
下
の
人
物
が
最

も
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
は
古
代
に
作
ら
れ
た
『
風
土
記
』
の
享
受
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
り
、『
風
土
記
』
の
偽
作
は
多
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
も

の
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
近
世
に
お
け
る
神
話
の
再
生
産
を
こ
こ
に
見
る

こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
作
者
は
、
自
分
な
り
に
イ
ザ
ナ
ミ
の
葬
ら
れ
た
場
所
を
比

定
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
だ
、
惜
し
い
の
は
や
は
り
仮
託
と
い

う
形
式
を
と
っ
て
い
る
以
上
、
や
は
り
そ
の
受
け
取
り
方
は
複
雑
で
あ
る
。
後
世

の
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
方
法
は
真
摯
な
も
の
で
は
な
い
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
誠
実
さ
に
欠
け
る
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
江
戸
時
代
の
「
地
誌
」
の
一

つ
と
し
て
、
ま
た
神
話
的
想
像
力
の
一
断
面
と
し
て
こ
れ
を
認
め
つ
つ
も
、
や
は

り
方
法
的
な
限
界
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

も
っ
と
も
、
伯
耆
地
方
に
お
け
る
近
代
以
前
の
資
料
と
い
う
の
は
、
特
に
多
い

わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
何
か
の
意
図
を
持
っ
た
仮
託
の
書
物
は
ほ
ぼ
存
在

し
な
い
の
で
、
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
興
味
深
い
も
の
と
言
え
る
。
特
に
『
伯
耆
民

談
記
』
や
『
伯
耆
志
』
を
補
う
よ
う
な
面
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
幸
い
で
あ
ろ
う
。

「
偽
書
」
と
し
て
全
面
的
に
切
り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
も
伯
耆
地
方
の
重
要
な

文
化
的
産
物
と
し
て
考
察
を
加
え
る
必
要
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
く
ら
か
変

哲
な
書
物
で
あ
る
が
、
地
域
の
一
財
産
と
し
て
、
今
後
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
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About “Houki−Aimi−Fudoki” owned by Hachiman Shrine
(Higashi−Yawata,Yonago city)

HARA Toyoji

（Yonago National College of Technology）

〔A b s t r a c t〕

There is the Hachiman−Shrine at Higashi−Yawata in Yonago city. This shrine has the book

“Houki−Aimi−Fudoki”. This book is fake one, subscribing about the geography and the myth

on Houki−Aimi area in the８th century. But, indeed, this book was written in the late Edo

era. “Houki−shi”, written in the late Edo era, wrote about this book as fake one, so we can

recognize when “Houki−Aimi−Fudoki” was written.

Keywords：Fudoki, Houki, Hachiman−Shrine, fake, myth
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